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●
教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

　

Ｑ　

小
・
中
学
生
の
読
書
意
欲

を
高
め
る
た
め
、
借
り
た
本
の
日

付
や
タ
イ
ト
ル
を
記
帳
で
き
る
読

書
通
帳
の
導
入
を
考
え
な
い
か
。

　

Ａ　

今
年
度
、
全
小
・
中
学
校

に
導
入
し
た
蔵
書
管
理
シ
ス
テ
ム

は
、
貸
出
冊
数
の
集
計
な
ど
も
デ

ー
タ
に
残
す
こ
と
が
で
き
、
卒
業

時
に
渡
す
こ
と
も
で
き
る
た
め
、

読
書
通
帳
と
同
様
の
効
果
が
期
待

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

●
健
康
寿
命
延
伸
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

　

Ｑ　

若
い
世
代
の
女
性
は
乳
が

ん
検
診
を
受
け
る
機
会
が
少
な

く
、
早
期
発
見
す
る
に
は
自
己
検

診
が
重
要
に
な
る
。
意
識
向
上
と

啓
発
に
つ
な
げ
る
た
め
、
自
己
検

診
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
な
い
か
。

　

Ａ　

乳
が
ん
の
発
見
に
は
１
カ

月
に
１
回
程
度
の
定
期
的
な
自
己

触
診
が
有
効
と
言
わ
れ
て
お
り
、

乳
房
自
己
触
診
方
法
の
案
内
が
用

意
で
き
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
、
周
知
し
て
い
く
。

●
「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！
み

ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
つ
い
て

　

Ｑ　

使
用
済
み
小
型
家
電
に
含

ま
れ
て
い
る
有
用
な
金
属
を
リ
サ

イ
ク
ル
し
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
使
用
す
る
メ

ダ
ル
を
作
成
す
る
取
り
組
み
に
、

市
民
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
は
。

　

Ａ　

資
源
の
有
効
活
用
を
図
る

循
環
型
社
会
を
推
進
す
る
た
め
、

今
後
、
広
報
な
ど
で
市
民
に
参
加

協
力
を
呼
び
掛
け
た
い
。

●
野
良
猫
の
対
策
に
つ
い
て

　

Ｑ　

野
良
猫
を
捕
ま
え
て
、
不

妊
・
去
勢
手
術
を
行
っ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
、　

月
に

１０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
正
式

に
登
録
を
行
い
、
新
た
に
活
動
を

開
始
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
支
援

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　

Ａ　

同
団
体
の
活
動
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
、
市
の
不
妊
・
去
勢

手
術
費
用
の
助
成
や
他
の
補
助
制

度
の
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
活

動
を
支
援
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

相
談
や
苦
情
を
受
け
る
厚

木
保
健
福
祉
事
務
所
大
和
セ
ン
タ

ー
と
情
報
を
共
有
し
、行
政
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、
地
域
が
一
体
と

な
り
野
良
猫
対
策
を
し
な
い
か
。

　

Ａ　

動
物
に
関
す
る
相
談
や
苦

情
な
ど
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
適
正
な
飼
育
指
導
な

ど
の
対
応
が
さ
れ
て
い
る
。
市
で

は
県
と
情
報
共
有
し
、
団
体
の
活

動
が
効
果
的
に
行
え
る
よ
う
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

●
社
会
問
題
化
す
る
ご
み
屋
敷
に

つ
い
て

　

Ｑ　

先
般
、
市
内
で
一
般
的
に

ご
み
屋
敷
と
い
わ
れ
る
家
屋
で
火

災
が
発
生
し
た
。
ご
み
屋
敷
は
、

法
律
に
規
制
が
な
い
た
め
早
急
に

対
応
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
新
た

に
条
例
を
制
定
し
な
い
か
。

　

Ａ　

現
状
で
は
条
例
制
定
は
考

え
て
い
な
い
が
、
自
治
会
や
民
生

委
員
か
ら
情
報
を
い
た
だ
き
、
関

係
各
課
と
連
携
し
て
き
れ
い
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も 

に
、
必
要
が
あ
れ
ば
居
住
者
に
生

活
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

●
保
護
者
負
担
経
費
に
つ
い
て

　

Ｑ　

中
学
校
入
学
時
の
制
服
代

や
指
定
運
動
着
代
、
教
材
代
な
ど

が
高
値
で
、
学
校
間
に
格
差
が
あ

る
と
思
う
が
、
保
護
者
の
負
担
経

費
は
適
正
化
を
図
っ
て
い
る
か
。

　

Ａ　

教
育
委
員
会
で
は
、
市
内

小
・
中
学
校
で
不
適
切
な
業
者
選

定
や
物
品
購
入
が
な
い
か
毎
年
調

査
し
て
い
る
。
各
学
校
で
定
期
的

に
見
直
し
や
検
討
も
行
っ
て
お

り
、お
お
む
ね
適
切
と
捉
え
て
い
る
。

●
中
学
校
の
武
道
（
柔
道
）
指
導

に
つ
い
て

　

Ｑ　

中
学
校
の
武
道
で
は
、
安

全
対
策
と
指
導
の
充
実
の
た
め
武

道
安
全
指
導
員
を
配
置
し
な
い
か
。

　

Ａ　

武
道
の
授
業
は
、
年
間
６

時
間
か
ら
８
時
間
程
度
し
か
な

く
、
雇
用
期
間
が
確
保
で
き
な
い

た
め
、現
在
、配
置
は
考
え
て
い
な
い
。

●
綾
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐
車
場
の

有
料
化
に
関
し
て

　

Ｑ　

綾
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐
車

場
有
料
化
を
検
討
し
て
い
る
と
聞

く
が
、料
金
を
ど
う
設
定
す
る
か
。

　

Ａ　

当
該
公
園
と
隣
接
し
、
一

つ
の
公
園
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
大
和
ゆ
と
り
の
森
の
駐
車
場
料

金
を
参
考
に
、
身
障
者
の
免
除
も

●
落
合
・
吉
岡
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

　

Ｑ　

落
合
・
吉
岡
土
地
区
画
整

理
組
合
設
立
準
備
会
か
ら
、
土
地

区
画
整
理
組
合
へ
移
行
す
る
際
、

権
利
者
数
、
宅
地
面
積
の
双
方
で

８
割
以
上
の
賛
同
が
必
要
と
考
え

て
い
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　

Ａ　

土
地
区
画
整
理
法
で
は
、

組
合
設
立
の
認
可
に
必
要
な
同
意

は
、
権
利
者
数
、
宅
地
面
積
の
双

方
で
３
分
の
２
以
上
と
な
っ
て
い

る
が
、
よ
り
多
く
の
権
利
者
の
賛

同
を
得
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　

Ｑ　

組
合
設
立
後
、
実
際
に
区

画
整
理
事
業
を
進
め
る
た
め
に

は
、事
業
協
力
者
が
、業
務
代
行
者

と
な
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
た
め
の
手
続
き
と
時
期
は
。

　

Ａ　

事
業
協
力
者
が
業
務
代
行

者
と
し
て
の
能
力
を
有
す
る
企
業

で
あ
る
場
合
は
、事
業
認
可
前
に
、

業
務
代
行
予
定
者
と
し
て
準
備
会

と
協
定
を
交
わ
し
、
事
業
認
可
後

に
業
務
代
行
者
と
し
て
正
式
に
組

合
と
契
約
を
す
る
。

　

Ｑ　

区
画
整
理
を
行
っ
て
い
る

落
合
・
吉
岡
地
区
へ
進
出
す
る
企

業
の
、
決
定
方
法
と
時
期
は
。

光綾公園にバラが咲いていました

　

Ａ　

区
画
整
理
区
域
へ
の
進
出

企
業
は
、
準
備
会
、
事
業
協
力
者
、

市
で
協
議
し
決
定
す
る
こ
と
と
な

る
が
、
市
の
企
業
誘
致
施
策
に
配

慮
し
た
企
業
の
誘
致
を
準
備
会
、

事
業
協
力
者
に
要
望
し
て
い
く
。

決
定
時
期
は
、
区
画
整
理
事
業
の

財
源
と
な
る
保
留
地
の
処
分
が
確

実
に
担
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
事
業
の
認
可
前
と
な
る
。

含
め
設
定
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

綾
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐
車

場
の
管
理
運
営
を
す
る
団
体
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
す
る
の
か
。

　

Ａ　

駐
車
場
業
務
の
円
滑
な
管

理
運
営
に
加
え
、
混
雑
時
で
の
交

通
誘
導
な
ど
、
施
設
利
用
者
に
対

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
能

力
も
含
め
、
コ
ス
ト
比
較
を
行
い

な
が
ら
決
定
し
て
い
き
た
い
。

●
災
害
時
の
避
難
に
つ
い
て

　

Ｑ　

避
難
行
動
要
支
援
者
に
対

す
る
、
支
援
者
の
確
保
が
で
き
て

い
な
い
と
聞
く
が
、
現
状
を
市
は

ど
う
考
え
る
の
か
。

　

Ａ　

介
護
が
必
要
な
方
へ
の
支

援
者
を
確
保
す
る
た
め
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

な
ど
と
の
連
携
を
考
え
て
い
る
。

地
域
の
個
別
支
援
体
制
を
確
立
す

る
た
め
、
制
度
の
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ

が
必
要
で
あ
り
、
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

Ｑ　

水
害
対
策
で
設
置
し
て
い

る
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
画
像
を
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
画
像
に

改
善
し
な
い
か
。

　

Ａ　

解
像
度
を
下
げ
る
と
、
夜

間
や
水
害
時
に
画
像
が
見
え
づ
ら

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
市
民
の
安

全
確
保
を
優
先
す
る
た
め
、
現
状

で
の
継
続
公
開
を
考
え
て
い
る
。

カ
メ
ラ
の
配
信
画
像
は
、
委
託
業

者
か
ら
提
供
を
受
け
て
公
開
し
て

お
り
、
マ
ス
キ
ン
グ
が
必
要
な
箇

所
は
す
で
に
行
っ
て
い
る
。

●
虐
待
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　

Ｑ　

増
加
す
る
児
童
虐
待
に
対

し
、
市
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　

Ａ　

児
童
虐
待
の
通
報
を
受
け

た
際
は
、
厚
木
児
童
相
談
所
と
連

携
し
、
初
期
調
査
と
安
全
確
認
を

行
い
、
市
の
要
保
護
児
童
地
域
対

策
協
議
会
を
通
じ
て
、
援
助
指

導
、
継
続
指
導
、
他
機
関
と
の
連

携
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

一
時
保
護
の
必
要
性
な
ど
危
険
性

が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

児
童
相
談
所
へ
の
送
致
を
実
施
し

て
い
る
。

１０月１８日、「小学校連合運動会」が開催されました
＜IIMUROGLASS市民スポーツセンター＞にて

小
・
中
学
生
の
読
書
意
欲
を
高

め
る
よ
う
読
書
通
帳
の
導
入
を

公
明
党 

三
谷　

小
鶴

県
や
地
域
と
連
携
し
野
良
猫
へ

の
対
策
を
行
わ
な
い
か

志
政
あ
や
せ 

齊
藤　

慶
吾

落
合
・
吉
岡
土
地
区
画
整
理
の

現
状
と
事
業
へ
の
賛
同
率
は

 

越
川　

好
昭

中
学
校
入
学
時
に
必
要
な
経
費

の
適
正
化
を
図
ら
な
い
か

志
政
あ
や
せ 

古
市　
　

正

災
害
時
に
個
人
が
適
切
に
避
難

で
き
る
た
め
の
対
策
を

 

畑
井　

陽
子

市の鳥「かわせみ」


